
が
水
霜
談
話
会
の
主
旨
に
共
鳴
し
、
火
曜
会
の
重

要
メ
ン
バ
ー
の
大
半
を
同
会
に
入
会
さ
せ
た
。

　

設
立
の
幹
部
た
ち
は
、「
会
の
永
続
を
期
す
る
た

め
に
は
、
真
面
目
な
優
秀
な
会
員
の
選
択
獲
得
が

重
要
で
あ
る
」（『
水
霜
談
話
会
の
あ
ゆ
み
』
よ
り
）

と
考
え
、
そ
の
た
め
に
一
橋
の
長
老
教
授
陣
を
名

誉
会
員
と
し
て
迎
え
入
れ
る
。
津
村
の
ほ
か
、
佐

野
善
作
（
学
長
）、
田
崎
慎
治
（
学
長
）、
上
田
貞

次
郎
、
堀
光
亀
な
ど
、
錚
々
た
る
教
授
陣
が
名
を

連
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
『
水
霜
談
話
会
の
あ
ゆ
み
』

か
ら
の
引
用
を
続
け
る
。

　
「
講
師
の
講
演
、
名
誉
会
員
の
意
見
発
表
、
会
員

の
熱
心
な
質
問
で
会
は
時
に
白
熱
し
た
空
気
に
つ

つ
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
価
値
の
高
い
講
演
会

に
な
っ
た
。
会
員
の
熱
情
の
あ
る
質
問
の
た
め
講

演
者
が
困
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
熱
気
が
う
ず
ま

い
て
い
た
た
め
に
講
演
が
二
時
間
半
以
上
に
及
ぶ

　

水
霜
談
話
会
は
１
９
３
４
年
３
月
、
旧
東
京
高

等
商
業
学
校
＝
現
一
橋
大
学
『
如
水
会
』
と
旧
神

戸
高
等
商
業
学
校
＝
現
神
戸
大
学
の
経
済
学
部
・
経

営
学
部
・
法
学
部
の
同
窓
会
で
あ
る
『
凌
霜
会
』
の

会
員
有
志
で
結
成
さ
れ
た
。
会
は
、
定
例
講
演
会

を
開
催
し
、
日
本
の
政
財
界
の
み
な
ら
ず
、
芸
術
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
界
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
人
物
の
講
演
を
聞
き
、
そ
の

後
、
テ
ー
マ
に
即
し
た
意
見
交
換
、
親
睦
会
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　

発
足
の
前
年
、
１
９
３
３
年
秋
、
如
水
会
館
内

で
会
員
が
会
の
設
立
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
件

が
、
１
９
９
２
年
に
発
行
さ
れ
た
水
霜
談
話
会
の

沿
革
を
綴
っ
た
冊
子
『
水
霜
談
話
会
の
あ
ゆ
み
』

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
如
水
会
、
凌
霜
会
の
会
員

有
志
が
と
も
に
人
物
形
成
の
た
め
の
勉
強
会
の
必

要
性
に
共
鳴
し
、
毎
月
１
回
、
各
界
著
名
人
の
講

演
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
如
水
会
館
で
と
き
ど
き
会
合
し
て
い
る
う
ち

に
、
い
つ
と
は
な
し
に
両
同
窓
会
員
の
成
人
教
育
、

殊
に
視
野
の
広
さ
、
心
の
広
さ
へ
の
教
養
の
必
要
、

勉
強
会
の
設
立
と
い
う
話
し
に
煮
詰
っ
て
来
た
。

丁
度
井
上
君
（
井
上
貴
與
記
・
神
戸
大
正
４
年
、
一

橋
専
攻
部
同
７
年
卒
）
が
離
職
し
て
い
た
の
で
最

も
熱
心
に
な
り
、
両
同
窓
会
員
の
誰
彼
に
話
を
持

ち
か
け
た
」
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

凌
霜
会
で
は
す
で
に
毎
火
曜
日
に
勉
強
会
（
火

曜
会
）
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
高
等
商
業
学
校
、

神
戸
高
等
商
業
学
校
両
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た

津
村
秀
松
教
授
（
映
画
評
論
家
津
村
秀
夫
、
詩
人

津
村
信
夫
の
父
、
俳
優
の
津
村
鷹
志
は
秀
夫
の
子
）

１
９
３
５
年（
昭
和
10
年
）
矢
野
恒
太
（
第
一
生
命
社
長
）

１
９
３
７
年（
昭
和
12
年
）
小
林
一
三
（
東
京
電
燈
社
長
）

１
９
５
３
年（
昭
和
28
年
）
一
万
田
尚
登
（
日
本
銀
行
総
裁
）

１
９
５
６
年（
昭
和
31
年
）
永
田
雅
一
（
大
映
社
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
坂
泰
三
（
東
芝
社
長
・
経
団
連
会
長
）

１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）
足
立
正
（
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
）

１
９
５
９
年（
昭
和
34
年
）
出
光
佐
三
（
出
光
興
産
社
長
）

１
９
６
２
年（
昭
和
37
年
）
佐
藤
喜
一
郎
（
三
井
銀
行
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
村
治
（
日
本
開
発
銀
行
理
事
）

１
９
６
５
年（
昭
和
40
年
）
鹿
島
守
之
助
（
鹿
島
建
設
会
長
）

１
９
６
７
年（
昭
和
42
年
）
井
深
大
（
ソ
ニ
ー
社
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
屋
晋
三
（
帝
人
社
長
）

１
９
７
２
年（
昭
和
47
年
）
宇
佐
美
洵
（
前
日
本
銀
行
総
裁
）

１
９
８
３
年（
昭
和
58
年
）
水
上
達
三
（
日
本
貿
易
会
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
素
平
（
国
際
大
学
理
事
長
）

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）
速
水
優
（
日
商
岩
井
会
長
）

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）
飯
田
亮
（
セ
コ
ム
会
長
）

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）
寺
島
実
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
井
物
産
業
務
部
総
合
情
報
室
長
）

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）
永
野
健
（
元
日
経
連
会
長
）

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）
吉
崎
達
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
双
日
総
合
研
究
所
主
任
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）

１
９
３
７
年（
昭
和
12
年
）
鳩
山
一
郎
（
政
友
会
代
行
委
員
）

１
９
３
８
年（
昭
和
13
年
）
蘆
田
均
（
衆
議
院
議
員
）

１
９
３
９
年（
昭
和
14
年
）
吉
田
茂
（
元
内
閣
書
記
官
長
）

１
９
４
２
年（
昭
和
17
年
）
平
尾
釟
三
郎
（
文
部
大
臣
）

１
９
４
７
年（
昭
和
22
年
）
佐
藤
尚
武
（
元
駐
ソ
大
使
、元
外
務
大
臣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
光
次
郎
（
元
商
工
大
臣
）

１
９
５
３
年（
昭
和
28
年
）
岸
信
介
（
衆
議
院
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
尾
末
広
（
衆
議
院
議
員
）

１
９
５
４
年（
昭
和
29
年
）
石
橋
湛
山
（
衆
議
院
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤
康
次
郎　
（
衆
議
院
議
長
）

１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）
緒
方
竹
虎
（
自
由
民
主
党
総
裁
）

１
９
５
７
年（
昭
和
32
年
）
野
坂
参
三
（
共
産
党
議
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
勇
人
（
前
大
蔵
大
臣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
哲
（
社
会
党
訪
ソ
団
長
）

１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）
福
田
赳
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
会
長
）

１
９
６
０
年（
昭
和
35
年
）
大
平
正
芳
（
内
閣
官
房
長
官
）

１
９
６
１
年（
昭
和
36
年
）
江
田
三
郎
（
日
本
社
会
党
書
記
長
）

１
９
６
３
年（
昭
和
38
年
）
小
阪
善
太
郎
（
前
外
務
大
臣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
栄
作
（
元
通
産
大
臣
）

2012年１月には一橋大学・山内進学長の講演会が開催された。

政
治
家
・
政
府
関
係
者

経
済
界
・
企
業
関
係
者

【
過
去
の
講
師
・
抜
粋
】

※
肩
書
は
、す
べ
て
当
時
の
も
の
で
す
。
敬
称
略
。

発
足

三 商 大 の 伝 統「
水
霜
談
話
会
」

一
橋
大
学
と
神
戸
大
学
の
Ｏ
Ｂ
で
構
成
さ
れ
る
水
霜
談
話
会
は

発
足
し
て
78
年
の
歴
史
を
持
つ
由
緒
あ
る
交
流
団
体
だ
。

戦
中
、
戦
後
の
混
乱
期
に
中
断
し
た
以
外
は
、
毎
月
１
回
例
会
を
開
催
、
こ
の
３
月
で
５
６
２
回
を
数
え
る
。

そ
の
目
的
は
「
人
間
修
練
」。
政
治
・
経
済
の
み
な
ら
ず
、
各
界
の
著
名
人
の
講
演
を
聞
き
、
そ
し
て
、

意
見
交
換
の
場
と
し
て
、
一
橋
大
学
、
神
戸
大
学
出
身
者
の
人
材
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
。

今
後
は
大
阪
市
立
大
学
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
に
も
働
き
か
け

三
商
大
交
流
の
場
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、
日
本
の
国
づ
く
り
を
支
え
て
い
く
。

一
橋
大
学
、神
戸
大
学
の
同
窓
会
に
よ
る
知
的
交
流
会

36



り
、
時
代
を
切
り
拓
く
著
名
学
者
も
数
多
く
講
演

し
て
い
る
。
政
界
か
ら
は
総
理
大
臣
経
験
者
だ
け
で

も
吉
田
茂
、
片
山
哲
、
鳩
山
一
郎
、
石
橋
湛
山
、
岸

信
介
、
池
田
勇
人
、
福
田
赳
夫
、
大
平
正
芳
、
宇
野

宗
佑
な
ど
10
人
以
上
。
共
産
党
議
長
の
野
坂
参
三

な
ど
は
一
橋
、
神
戸
両
大
学
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

経
済
界
か
ら
は
、
日
銀
総
裁
の
ほ
か
、
日
本
の

代
表
的
な
経
営
者
は
ほ
ぼ
招
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

政
治
経
済
の
み
な
ら
ず
、
文
学
、
芸
能
、
芸
術
各
界

か
ら
も
大
勢
の
著
名
人
が
名
を
連
ね
る
。

こ
と
も
あ
っ
た
。
時
局
は
危
機
に
面
し
、
政
治
家

も
軍
人
も
そ
の
他
要
路
の
人
々
は
重
要
な
問
題
に

悩
ん
で
い
る
折
柄
、（
中
略
）
こ
の
会
が
高
い
価
値

の
も
の
と
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
」

　

そ
れ
は
こ
の
草
創
期
に
講
師
と
し
て
招
か
れ

た
人
物
を
見
て
も
明
ら
か
だ
。
第
１
回
は
１
９
３

４
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
。
貴
族
院
議
員
で
大

蔵
、
文
部
大
臣
を
歴
任
し
た
勝
田
主
計
が
招
か
れ

た
。
４
月
は
大
井
成
元
陸
軍
大
将
、
５
月
は
深
井

英
五
日
銀
副
総
裁
と
、
政
財
界
や
軍
の
要
人
が
講

壇
に
立
っ
た
。

　

発
足
か
ら
順
調
に
会
を
重
ね
て
い
っ
た
水
霜
談

話
会
は
戦
時
中
に
中
断
す
る
。
１
９
４
１
年
ま
で

は
ほ
ぼ
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
４
２
年

に
入
っ
て
、
不
定
期
な
開
催
と
な
る
。
１
９
４
２

年
、
１
９
４
３
年
は
４
回
、
１
９
４
４
年
は
１
回
、

１
９
４
５
年
は
ゼ
ロ
。
戦
後
の
再
開
は
１
９
４
６

年
11
月
で
あ
る
。

　

戦
禍
が
日
本
国
内
に
も
及
び
如
水
会
館
も
接
収

さ
れ
、
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い
時
代
、
そ
し
て
、

戦
後
の
混
乱
期
に
は
、
残
念
な
が
ら
会
の
活
動
も

自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
１
９

４
４
年
１
月
ま
で
は
続
い
て
お
り
、
会
員
の
国
の

行
く
末
を
案
じ
る
意
識
は
極
め
て
高
く
、
こ
れ
こ

そ
、
日
本
の
経
済
界
を
牽
引
し
て
き
た
両
校
の
面

目
躍
如
た
る
所
以
で
あ
る
。

　

戦
後
、
講
演
会
自
体
の
再
開
は
迅
速
に
成
さ
れ

る
。
１
９
４
６
年
11
月
に
再
開
、
１
９
４
８
年
10

月
ま
で
は
ほ
ぼ
毎
月
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

１
９
５
３
年
３
月
ま
で
空
白
期
間
が
あ
る
。
こ
の

中
断
理
由
は
不
明
だ
が
、
１
９
５
３
年
に
は
復

興
談
話
会
と
し
て
、
一
万
田
尚
登
日
本
銀
行
総
裁
、

芦
田
均
、
岸
信
介
な
ど
、
政
財
界
の
精
鋭
が
講
師

と
し
て
招
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
後
は
２
０
０
６
年
ま
で
毎
月
１
回
の
会
を
持

ち
、
翌
２
０
０
７
年
か
ら
は
隔
月
開
催
と
し
て
続
い

て
い
る
。
１
９
５
４
年
以
降
は
講
演
会
だ
け
で
な
く
、

見
学
会
（
工
場
、資
料
館
、博
物
館
な
ど
）
や
旅
行
、

忘
年
会
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
身
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
み
、
会
員
同
士
の
懇
親
を
図
っ
て
い
る
。

　

例
会
講
演
会
の
講
師
は
、
学
界
研
究
者
か
ら
は

歴
代
の
一
橋
、
神
戸
両
大
学
学
長
、
如
水
会
理
事

長
お
よ
び
両
校
教
授
陣
が
主
で
あ
る
が
、
下
記
の
通

１
９
６
８
年（
昭
和
43
年
）
藤
山
愛
一
郎
（
自
民
党
代
議
士
）

１
９
６
９
年（
昭
和
44
年
）
宮
沢
喜
一
（
前
経
済
企
画
庁
長
官
）

１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）
宇
野
宗
佑
（
衆
議
院
議
員
）

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）
高
市
早
苗
（
経
済
同
友
会
政
策
委
員
）

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）
平
沢
勝
栄
（
衆
議
院
議
員
）

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）
直
嶋
正
行
（
衆
議
院
議
員
）

１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）
阿
倍
能
成
（
学
習
院
大
学
院
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
留
重
人
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
所
長
）

１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）
大
河
内
一
男
（
東
京
大
学
経
済
学
部
長
）

１
９
６
５
年（
昭
和
40
年
）
高
垣
寅
次
郎
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

１
９
６
９
年（
昭
和
44
年
）
桑
原
武
夫
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

１
９
７
０
年（
昭
和
45
年
）
横
田
喜
三
郎
（
前
最
高
裁
判
所
長
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
三
代
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
所
長
）

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）
伊
東
光
晴
（
法
政
大
学
教
授
）

１
９
８
４
年（
昭
和
59
年
）
宇
沢
弘
文
（
東
京
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
野
幸
次
郎
（
神
戸
大
学
教
授
）

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）
野
中
郁
次
郎
（
一
橋
大
学
教
授
）

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）
宮
崎
義
一
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
悠
紀
雄
（
一
橋
大
学
教
授
）

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）
五
百
旗
頭
真
（
神
戸
大
学
教
授
）

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）
竹
中
平
蔵
（
慶
応
大
学
助
教
授
）

１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）
加
護
野
忠
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
戸
大
学
院
経
営
学
研
究
科
長
）

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）
大
田
弘
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
策
研
究
大
学
院
大
学
助
教
授
）

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）
谷
本
寛
治
（
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
）

１
９
３
７
年（
昭
和
12
年
）
菊
池
寛
（
作
家
）

１
９
４
０
年（
昭
和
15
年
）
高
橋
亀
吉
（
物
価
調
整
委
員
）

１
９
５
６
年（
昭
和
31
年
）
安
岡
正
篤
（
全
国
師
友
会
会
長
）

１
９
５
９
年（
昭
和
34
年
）
広
津
和
郎
（
作
家
）

１
９
６
１
年（
昭
和
36
年
）
市
川
猿
之
助
（
日
本
俳
優
協
会
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
大
拙
（
文
学
博
士
）

１
９
６
５
年（
昭
和
40
年
）
大
田
薫
（
総
評
議
長
）

１
９
６
８
年（
昭
和
43
年
）
茅
誠
司
（
日
本
学
術
振
興
会
会
長
）

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）
城
山
三
郎
（
作
家
）

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）
高
原
須
美
子
（
経
済
評
論
家
）

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）
半
藤
一
利
（
文
藝
春
秋
社
元
専
務
）

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）
関
野
吉
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
・
探
検
家
）

２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）
藤
原
作
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
元
日
本
銀
行
副
総
裁
）

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）
山
中
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
日
本
代
表
選
手
）

　

現
役
幹
事
の
神
田

芳
雄
さ
ん
（
１
９
６

６
年
一
橋
大
学
法
学

部
卒
）
と
代
表
を
務

め
る
川
崎
忠
一
さ
ん

（
１
９
６
３
年
一
橋

大
学
法
学
部
卒
）
に

水
霜
談
話
会
の
現
状

に
つ
い
て
お
話
を
伺

っ
た
。

─
─
現
在
の
会
員
構
成
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

神
田　
一
橋
・
如
水
会
メ
ン
バ
ー
が
26
人
、
神
戸
・

凌
霜
会
が
36
人
の
計
62
人
で
す
。
一
番
若
い
会
員

で
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）
卒
業
で
す
か
ら
、

年
齢
層
は
か
な
り
高
い
で
す
ね
。

─
─
入
会
動
機
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
多
い
の
で

す
か
。

神
田　

新
規
会
員
獲
得
の
た
め
、
如
水
会
会
報
に

毎
回
活
動
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
す
が
、

会
報
を
読
む
人
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
な
か

な
か
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
全
員
に
会
の
情
報
を
届
け
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
で
す
。

川
崎　

私
自
身
も
そ
う
で
す
が
、
知
り
合
い
の
会

員
に
誘
わ
れ
て
入
会
す
る
人
が
も
っ
と
も
多
い
で

す
ね
。
同
窓
生
と
い
っ
て
も
面
識
の
な
い
人
に
声

を
掛
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
で
す
。

─
─
今
の
水
霜
談
話
会
の
も
っ
と
も
大
切
な
役
割

と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

神
田　

ご
紹
介
し
た
よ
う
に
水
霜
談
話
会
は
各
界

の
著
名
人
の
講
演
を
聞
き
、
そ
の
後
、
自
由
な
意

見
交
換
を
し
、
食
事
会
な
ど
で
親
睦
を
図
り
ま
す
。

ま
ず
、
と
て
も
身
近
に
著
名
人
と
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
の
講
演
を
聞
く
こ
と

も
大
事
な
の
で
す
が
、
何
よ
り
講
師
の
人
た
ち
と

じ
か
に
話
が
で
き
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。

川
崎　

同
じ
大
学
の
同
窓
生
と
い
っ
て
も
参
加
し

て
い
る
人
の
職
業
は
ば
ら
ば
ら
で
す
か
ら
、
異
業

種
交
流
と
し
て
も
役
立
ち
ま
す
。
会
員
と
の
関
係

を
深
め
る
こ
と
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も

増
え
ま
す
。
会
員
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
会
員
の
知

三
商
大
交
流
の
一つ
と
し
て
の
発
展
を
目
指
す

そ
の
他
著
名
人

研
究
者

神田芳雄氏川崎忠一氏

中
断
〜
再
開
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１
９
３
５
年（
昭
和
10
年
）
三
浦
新
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
商
科
大
学
教
授
、の
ち
学
長
）

１
９
４
７
年（
昭
和
22
年
）
上
原
専
禄
（
東
京
商
科
大
学
長
）

１
９
５
３
年（
昭
和
28
年
）
中
山
伊
知
郎
（
一
橋
大
学
長
）

１
９
５
８
年（
昭
和
33
年
）
井
藤
半
弥
（
一
橋
大
学
長
）

１
９
５
９
年（
昭
和
34
年
）
臘
山
政
道
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
長
）

１
９
６
０
年（
昭
和
35
年
）
山
中
篤
太
郎
（
一
橋
大
学
長
）

１
９
６
４
年（
昭
和
39
年
）
増
田
四
郎
（
一
橋
大
学
長
）

１
９
６
７
年（
昭
和
42
年
）
八
木
弘
（
神
戸
大
学
長
）

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）
猪
木
正
道
（
防
衛
大
学
校
長
）

１
９
７
８
年（
昭
和
53
年
）
蓼
沼
謙
一
（
一
橋
大
学
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
坊
隆
（
東
京
大
学
総
長
）

１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）
宮
沢
健
一
（
一
橋
大
学
長
）

１
９
８
４
年（
昭
和
59
年
）
種
瀬
茂
（
一
橋
大
学
長
）

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）
塩
野
谷
祐
一
（
一
橋
大
学
長
）

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）
西
澤
潤
一
（
東
北
大
学
総
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
謹
也
（
一
橋
大
学
学
長
）

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）
吉
川
弘
之
（
東
京
大
学
総
長
）

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）
西
塚
泰
美
（
神
戸
大
学
長
）

１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）
蓮
実
重
彦
（
東
京
大
学
総
長
）

２
０
０
１
年（
平
成
13
年
）
中
嶋
嶺
雄
（
東
京
外
語
大
学
長
）

２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）
野
上
智
行
（
神
戸
大
学
長
）

２
０
０
３
年（
平
成
15
年
）
佐
々
木
毅
（
東
京
大
学
総
長
）

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）
石
弘
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
経
済
学
部
教
授
、の
ち
学
長
）

２
０
０
５
年（
平
成
17
年
）
杉
山
武
彦
（
一
橋
大
学
長
）

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）
渡
邊
利
夫
（
拓
殖
大
学
学
長
）

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）
五
百
旗
頭
真
（
防
衛
大
学
校
長
）

２
０
１
０
年（
平
成
22
年
）
福
田
秀
樹
（
神
戸
大
学
長
）

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）
山
内
進
（
一
橋
大
学
長
）

１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）
村
田
省
三
（
如
水
会
理
事
長
）

１
９
７
２
年（
昭
和
47
年
）
竹
村
吉
衛
門
（
如
水
会
理
事
長
）

１
９
７
４
年（
昭
和
49
年
）
高
橋
朝
次
郎
（
如
水
会
理
事
長
）

１
９
７
７
年（
昭
和
52
年
）
茂
木
啓
三
郎
（
如
水
会
理
事
長
）

１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）
川
又
克
二
（
如
水
会
理
事
長
）

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）
鈴
木
永
二
（
如
水
会
理
事
長
）

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）
齋
藤
裕
（
如
水
会
理
事
長
）

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）
伊
藤
助
成
（
如
水
会
理
事
長
）

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）
江
頭
邦
雄
（
如
水
会
理
事
長
）

２
０
０
７
年（
平
成
19
年
）
新
野
幸
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
凌
霜
会
理
事
長
、
元
神
戸
大
学
長
）

水霜談話会
●会員／如水会26人、凌霜会36人、

合計62人（2012年１月現在）
●例会／奇数月に講演会・見学会実施。

5月例会時に総会開催。12月は忘年会。
●年会費／ 6000円。講演会参加費5000円。
●入会手続／希望者は経歴書を添えて幹事宛に

申し込んでください。例会ごとに開催される
幹事会にて入会が決定されます。

●申し込み先／当期事務幹事  神田芳雄
〈幹事は如水会と凌霜会で2年交代制〉
TEL／FAX  047-359-4342
E-mail  ykanda@icnet.ne.jp

り
合
い
や
企
業
関
係
者
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
の
つ

な
が
り
が
と
て
も
レ
ベ
ル
の
高
い
と
こ
ろ
で
実
現

し
て
い
き
ま
す
。
こ
う
い
う
機
会
は
な
か
な
か
得

ら
れ
ま
せ
ん
。

─
─
若
い
会
員
で
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）
卒
、

と
い
う
こ
と
は
も
う
50
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

神
田　

30
代
後
半
か
ら
40
代
、
こ
の
あ
た
り
が
社

会
で
最
も
重
要
な
働
き
を
す
る
世
代
で
す
か
ら
、

そ
う
い
っ
た
世
代
に
こ
そ
、
こ
の
会
に
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
そ
の
世
代
は
と

て
も
忙
し
い
。
日
々
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
勉
強
会
ま
で
頭
が
回
ら
な
い
で
し
ょ
う

ね
。
少
し
余
裕
が
で
き
て
く
る
50
代
か
ら
定
年
世

代
が
や
は
り
中
心
に
な
り
ま
す
ね
。

川
崎　

30
代
、
40
代
の
人
た
ち
が
こ
こ
に
来
れ
ば
、

最
先
端
の
話
が
聞
け
、
い
ろ
い
ろ
な
先
輩
に
も
出

会
え
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結
す
る
ヒ
ン
ト
が
辺

り
一
面
に
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
そ
れ
を
拾
い
に
来

て
ほ
し
い
で
す
。

─
─
講
演
会
以
外
の
活
動
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
。

川
崎　

忘
年
会
は
定
例
で
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に

工
場
見
学
会
や
小
旅
行
な
ど
も
年
１
回
程
度
開
催

し
て
い
ま
す
。
１
９
５
３
年
（
昭
和
28
年
）
の
会

再
開
の
翌
年
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い

ま
す
。

神
田　

昭
和
30
年
代
は
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
や
富
士

フ
イ
ル
ム
、
日
清
製
粉
な
ど
製
造
現
場
の
見
学
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
昭
和
40
年
代
、
昭
和
50

年
代
と
現
代
に
向
か
っ
て
、
毎
日
新
聞
社
や
Ｎ
Ｈ

Ｋ
な
ど
、
製
造
業
以
外
の
企
業
の
見
学
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

一
橋
大
学
、
神
戸
大
学
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
が
だ
い
た
い

ど
の
企
業
で
も
重
要
な
役
職
に
就
い
て
い
ま
す
の

で
、
日
程
を
決
め
る
の
も
容
易
で
す
。

─
─
今
後
は
ど
の
よ
う
に
活
動
を
広
げ
て
い
く
予

定
で
し
ょ
う
か
。

川
崎　

三
商
大
交
流
が
現
役
世
代
か
ら
た
く
さ
ん

の
ク
ラ
ブ
活
動
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
続
い
て
い
ま
す

が
、
水
霜
談
話
会
も
大
阪
市
立
大
学
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ

に
参
加
を
働
き
か
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

神
田　

昨
年
３
月
例
会
の
講
師
は
一
橋
大
学
大

学
院
商
学
研
究
科
の
谷
本
寛
治
教
授
で
し
た
。
谷

本
教
授
は
１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）
か
ら
一
橋

大
学
で
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
教
授

は
水
霜
談
話
会
を
ご
存
じ
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
い

い
集
ま
り
を
、
な
ぜ
、
も
っ
と
広
報
し
な
い
の
か

と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

谷
本
先
生
は
大
阪
市
立
大
学
を
出
て
、
神
戸
大

学
の
大
学
院
で
博
士
と
な
り
、
今
は
一
橋
大
学
の

教
授
。
三
商
大
の
申
し
子
の
よ
う
な
方
で
す
。
ぜ

ひ
、
水
霜
談
話
会
を
大
阪
市
立
大
学
に
も
広
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
今
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
当
会
が
三
商
大
の
同
窓
会
交
流
団
体
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
で
、
今
以
上
に
三
つ
の
大
学
の
交

流
も
深
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
発
展
し
て
い
く
た

め
の
一
助
と
な
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
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昭
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41
年
法
学
部
卒
）
記

【出所】『水霜談話会のあゆみ』（如水会事務局内　水霜談話会／刊　1992年発行）

如水会の会員凌霜会の会員

大
学
長

同
窓
会
理
事
長
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三 商 大 の 伝 統「水霜談話会」


